


調節池・ 調整池： 雨水を一時的に貯留する貯留池（ 調節池： 川の水を貯留、調整池： 内水を貯留）

品川区事業
事業名

貯留量

事業実施年度

浸水対策幹線 ： 雨水の流下能力を増強するための幹線

雨水バイパス管 ： 既設の下水道管の汚水や雨水の流下能力を補う ため、新たに設置し た下水道管

施工中

貯留管 ： 雨水を一時的に貯留する管きょ

幹線 ： 汚水や雨水を水再生センタ ー・ ポンプ所へ送る大きな下水道管

主な浸水対策事業

ポンプ所 ： 低い場所の下水道管を流れる雨水をポンプで汲み上げて運河などに放流するための施設

東品川幹線関連雨水管

H7～H10

目黒川右岸雨水幹線

H16～H21戸越幹線貯留管

（ 上流部）1,100m 3

H15～H17

戸越幹線貯留管

（ 中流部）6,000m 3

H19～H22

東品川ポンプ所

雨水貯留池

12,600m 3

東品川ポンプ所

鮫洲ポンプ所

雨水貯留池

41,000m 3

鮫洲幹線

第二鮫洲幹線

森ヶ崎幹線

立会川幹線

立会川幹線雨水バイ パス管

戸越幹線 三ツ木公園

中延幹線

東品川幹線

目黒川幹線

西品川公園雨水調整池

2,400m 3

H13～H14

大井水神公園

雨水調整池

400m 3

鈴ヶ森公園

雨水調整池

3,800m 3

第二立会川幹線（ 中流部）

勝島運河雨水貯留施設

4,9００m 3

Ｈ２４～Ｈ２9
浜川幹線

H２４～
（ 施工中）

立会川幹線雨水放流管

Ｈ２４～（ 施工中）

荏原雨水調整池

14,000m 3

目黒川右岸

雨水バイパス管

H12～H16

鮫洲ポンプ所

勝島ポンプ所浜川ポンプ所

発進立坑

目黒川雨水バイパス管

第 2 ルート
S63～H3

目黒川雨水バイ パス管

第 1 ルート
S62～S63

品川区雨水貯留池

1,500m 3

目黒川荏原調節池

200,000m 3

目黒川雨水バイ パス管

第 3 ルート
H3～H10

北品川五丁目地区

　 合流改善施設

２ ３００, m 3

目黒川左岸調整池

6,175m 3

H3～H10

区民の安全・ 安心を支える様々な浸水対策

勝島
ポン
プ所
へ

目黒川右岸

雨水バイパス管、雨水幹線の整備

● 目黒川沿いの五反田一帯は大雨の際、低地部等で
　 浸水被害が発生。

● 品川区は雨水バイ パス管や雨水幹線を整備。
雨水バイパス管の直径： 約１ ２. ｍ～３ ３. ｍ 延長： 約１７００ｍ

雨水幹線の直径 ： ２ ６. ｍ 延長： 約１５００ｍ

目黒川

流域

目黒川

第 層1 （ 貯留量 44,000m 3）

第 層2 （ 貯留量 57,000m 3）

第 層3 （ 貯留量 53,000m 3）

第 層4 （ 貯留量 46,000m 3）

第 層1 （ 貯留量 44,000m 3）

第 層2 （ 貯留量 57,000m 3）

第 層3 （ 貯留量 53,000m 3）

第 層4 （ 貯留量 46,000m 3）

取
水
堰

今までは

事業完了後

台風　 集中豪雨

台風　 集中豪雨

雨水バイ パス管 雨水幹線

浸水被害発生

事業者： 東京都

事業完了年度： 平成１４年度

事業者： 品川区

事業完了年度： 平成 年度16 （ 雨水バイパス管）

： 平成２１年度（ 雨水幹線）

貯留量： 20万m 3

目黒川荏原調節池の整備

東京都による河川施設整備例

● 台風など の大雨で川の水位が上昇し た際、
水を 取り 込み、浸水被害を 軽減。

● 入っ た水は川の水位が低下し た 後、
　 ポン プ で汲み上げ、川へ放流。

● 川の水を取り 入れる取水施設と 、そ の水を
　 一時貯留する施設により 構成。

貯留量：２０万m 3

既設の下水道管の排水能

力を超える大量の雨水が

短時間に下水道管に流れ

込み、浸水被害が発生。

高台に降っ た雨水を既設

下水道管と 別ルート から

直接目黒川へ放流し 、低

地の浸水被害を軽減。

低地に降っ た雨を 新設し た 大

き な下水道幹線を通し て勝島

ポン プ所から 京浜運河へ放流

するこ と で浸水被害を軽減。

第二立会川幹線（ 中流部）

直径３ ７５. ｍ　 延長： 約３ ２００, ｍ

事業完了年度： 平成１９年度

第二立会川幹線（ 下流部）

直径：８ ５. ｍ　 延長： 約９８０ｍ
事業完了年度： 平成２５年度

調節池の上は、高齢者福祉

施設等の公共施設を建設し 、

有効利用し ています。

雨水浸透施設設置助成

宅地内のま すやま すを

つ な ぐ 排水管を 浸透

式に変更し 、下水道に

流れ込む雨水を 減ら す

こ と で 、浸水被害の軽

減に繋がり ます。

＜助成対象＞

区内の 宅地内に 浸透

ますなど の浸透施設を

設置する方（ 助成条件

あり ）

＜助成内容＞

設置工事費（ 上限 万円40 ）

防水板設置助成

大雨によ る浸水被害を 防ぐ た め、住宅・ 店舗・

事務所など の出入り 口に防水板を 設置し て お

く と 安心です。

＜助成対象＞

区内の住宅・ 店舗等に防水板を設置する方（ 助

成条件あり ）

＜助成内容＞

個人＝設置費用の 4分の 3
法人＝設置費用の 2分の 1
（ 区内に住民登録し ている個人、登録後 年以上1
の法人は上限 万円100 、そ の他は上限 万円50 ）

雨水利用タンク設置助成

屋根に降っ た雨水を タ ン ク に た め るこ と で、雨

水流出の抑制を 図り ま す。また 、た め た雨水を

庭木の水やり など に利用する こ と で 雨水の 有

効活用ができます。

＜助成対象＞

区内に雨水利用タ ン ク を 設置する方

＜助成内容＞

タ ン ク 本体購入費と 設置工事費の合計の 2分
の 1（ 上限 万円5 。そ の う ち タ ン ク 設置工事費

の上限は 1万 千円5 ）

品川区は東京都から下水道事業の一部を受託し昭和６２年度から浸水対策を連携して実施

低地

高台

低地

高台

低地

高台

低地

高台

立坑（ 工事用縦穴）の様子

第二立会川幹線（ 中流部）

● 第二立会川幹線（ 中流部） は中延五丁目にある荏原町公園から 勝島三丁
目にある区立葬祭場なぎさ 会館横の立坑（ 工事用縦穴） ま での道路下に

設置。そ の他の施設の整備が完了するま では暫定的に貯留管と し て利用。

● 立坑（ 工事用縦穴）は事業完了後、維持管理用マン ホー ルと し て使用。
直径： ３ ７５. ｍ　 延長： 約３ ２００, ｍ　 暫定貯留量： ３５ ０００, m 3

浸水対策幹線の整備

立会川流域の浸水対策及び勝島運河の水質改善等

を 目的と し 、「 第二立会川幹線」、「 浜川幹線」、「 立

会川幹線雨水放流管」 の３つ の雨水幹線で集めた雨

水を勝島ポンプ 所から 、京浜運河へ放流。

そ の他の浸水対策事業例
浸水対策に寄与する様々な助成事業を行っ ています。詳細は河川下水道課まで。

浜川幹線

第二立会川幹線（ 中流部）

目黒川

目黒川

立会川

流域

第二戸越幹線

H29～（ 施工中）

立会川幹線雨水放流管

直径：５ｍ（ ２本）　 延長： 約７８０ｍ

施工中

浜川幹線

直径：２ ８. ｍ　 延長： 約５６０ｍ
施工中

第二立会川幹線（ 下流部）

浸 透 管

浸 透 ま す

戸越・西品川

地域

第二戸越幹線の整備（ 施工中）

● 戸越・ 西品川地区周辺は周囲と 比較し 地盤が低
いた め、 大雨の際、 度々、 浸水被害が発生。

● こ れま で貯留管や調整池を整備。
● 大雨の際、 目黒川に雨水を 排水する 第二戸越幹
線を 新たに整備し 、既設の戸越幹線と 併用で活用。

直　 径： ３ ｍ　.5 延長： 約 2,700ｍ


